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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
パンチ台と刃との協働によりシートにパンチ孔を形成するとともに前記刃に保持されたパ
ッチを前記パンチ孔の周囲に貼り付け得るように構成されたパンチであって、
前記刃が、前記パッチに形成されたパッチ孔の周縁部分に係わり合うパッチ係合部を備え
たものであり、
前記パッチを前記パッチ係合部側に向けて付勢し得るパッチ付勢手段を備えているもので
あり、
前記パッチ付勢手段が、前記パッチに添接する押し出し部材と、この押し出し部材を前記
パッチ係合部側に向けて押圧する弾性体とを備えているものであり、
前記パッチの逆戻りを抑制するための逆戻り抑制手段を備えているものであり、
前記押し出し部材を保持し得る保持部材を備えてなり、
前記逆戻り抑制手段が、第一の係合部を有した前記押し出し部材と、前記第一の係合部と
係わり合う第二の係合部を有した前記保持部材とを主体に構成されているパンチ。
【請求項２】
前記パッチ係合部が、円柱状をなす前記刃に設けられた鍔状のものである請求項１記載の
パンチ。
【請求項３】
前記刃が、操作部材に支持されたものであり、且つ、前記パンチ台に対して前記操作部材
と一体的に進退動作し得るように構成されている請求項１又は２記載のパンチ。
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【請求項４】
前記操作部材が、前記刃を収容し得る収容空間を形成した操作部材本体と、この操作部材
本体に対して設けられ前記刃を支持し得る刃支持部材とを備えている請求項３記載のパン
チ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パッチ貼り付け機能を兼ねたパンチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、用紙に形成されたパンチ孔の周囲に、当該パンチ孔を補強するためのパッチ
を貼り付け得るようにしたものが種々知られている（例えば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　ところで、近時においては、用紙に対するパンチ孔の形成とそのパンチ孔の周囲へのパ
ッチの貼り付けを一操作で行い得るものも存在する。
【０００４】
　しかしながら、従来のものは、パッチが複数枚積層されてなるパッチ積層体が、パンチ
孔を形成するための刃に対して動かないように設けられていた。このようなものであると
、使用を繰り返してパッチ積層体からパッチが順次減少していくにつれて、刃の先端部と
次に貼り付けられる一枚目のパッチとの離間距離が順次長くなってしまう。このため、従
来のものは、パンチ孔を形成しつつパッチの貼り付けを行うために、刃を進退させるため
の一定のストローク（往復動する距離）を確保する必要があり、関連部分のコンパクト化
を実現し難いという不具合を有していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－９４９４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、以上のような事情に着目してなされたもので、コンパクト化を実現するため
の設計の自由度に優れたパッチ貼り付け機能を兼ねたパンチを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　すなわち、本発明は次の構成をなしている。
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、パンチ台と刃との協働によりシートにパンチ孔を形成すると
ともに前記刃に保持されたパッチを前記パンチ孔の周囲に貼り付け得るように構成された
パンチであって、前記刃が、前記パッチに形成されたパッチ孔の周縁部分に係わり合うパ
ッチ係合部を備えたものであり、前記パッチを前記パッチ係合部側に向けて付勢し得るパ
ッチ付勢手段を備えているものであり、前記パッチ付勢手段が、前記パッチに添接する押
し出し部材と、この押し出し部材を前記パッチ係合部側に向けて押圧する弾性体とを備え
ているものであり、前記パッチの逆戻りを抑制するための逆戻り抑制手段を備えているも
のであり、前記押し出し部材を保持し得る保持部材を備えてなり、前記逆戻り抑制手段が
、第一の係合部を有した前記押し出し部材と、前記第一の係合部と係わり合う第二の係合
部を有した前記保持部材とを主体に構成されているパンチである。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、前記パッチ係合部が、円柱状をなす前記刃に設けられた鍔状
のものである請求項１記載のパンチである。
【００１３】
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　請求項３に記載の発明は、前記刃が、操作部材に支持されたものであり、且つ、前記パ
ンチ台に対して前記操作部材と一体的に進退動作し得るように構成されている請求項１又
は２記載のパンチである。
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、前記操作部材が、前記刃を収容し得る収容空間を形成した操
作部材本体と、この操作部材本体に対して設けられ前記刃を支持し得る刃支持部材とを備
えている請求項３記載のパンチである。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように本発明によれば、コンパクト化を実現するための設計の自由度に優
れたパッチ貼り付け機能を兼ねたパンチを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態を示す斜視図。
【図２】同実施形態における分解斜視図。
【図３】同実施形態における分解斜視図。
【図４】同実施形態における分解斜視図。
【図５】同実施形態における背面側から見た斜視図。
【図６】同実施形態における断面図。
【図７】同実施形態における断面図。
【図８】同実施形態における部分拡大断面図。
【図９】図８の部分拡大断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態を、図１～９を参照して説明する。
【００１８】
　この実施形態は、本発明を、パンチ台１と二本の刃２との協働によりシートたる一枚の
用紙Ｐに二つのパンチ孔ｐ１を形成するとともに二本の刃２にそれぞれ保持されたパッチ
Ｔを二箇所に形成されたパンチ孔ｐ１の周囲に貼り付け得るように構成されたパッチＴ貼
り付け機能を兼ねたパンチＡ（以下、単に「パンチＡ」という。）に適用したものである
。
【００１９】
　パッチＴは、用紙Ｐにおけるパンチ孔ｐ１の周縁部分を補強するためのものである。パ
ッチＴは、中央部分にパンチ孔ｐ１に対応したパッチ孔ｔ１を備えている。換言すれば、
パッチＴは、略ドーナツ形状をなしている。パッチＴは、一面側である下面側に粘着剤（
図示せず）が塗布された合成樹脂製のものであり、用紙Ｐに形成されたパンチ孔ｐ１の周
縁部分に貼り付けられる。
【００２０】
　パッチＴは、複数枚積層されてパッチ積層体Ｓを構成する。パッチ積層体Ｓは、それ自
体が独立して交換可能な部材としても構成されている。例えば、使用を繰り返すことによ
り刃２に装着されていたパッチＴが尽きた場合や、刃２に装着されていたパッチＴが一定
程度減少した場合には、補充のために新たなパッチ積層体Ｓを刃２に装着し得るように構
成されている。
【００２１】
　パンチＡは、パンチ台１と、パンチ台１と協働して用紙Ｐにパンチ孔ｐ１を形成するた
めのパンチ台１に対して相対移動し得る刃２と、刃２を保持して当該刃２と一体的に動作
し得る操作部材３と、刃２、及び、操作部材３を支持するとともにこれら刃２、及び、操
作部材３の進退方向を案内するガイド部材４と、操作部材３とガイド部材４との間に配設
された刃復帰用弾性体５とを備えている。
【００２２】
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　刃２の先端部近傍には、パッチＴ（パッチ積層体Ｓ）が装着されている。この実施形態
におけるパンチＡは、パッチＴをパンチ台１方向に押し出すためのパッチ付勢手段Ｆと、
パッチＴを貼り付け操作する過程において、パッチＴの逆戻りを規制し得る逆戻り規制手
段Ｇ、換言すれば、パッチＴがパッチ付勢手段Ｆによって付勢される方向の逆方向に動く
ことを規制し得る逆戻り規制手段Ｇを備えている。
【００２３】
　以下、パンチＡについて詳述する。
【００２４】
　パンチ台１は、天板等の載置面に載置される扁平な箱形のものである。パンチ台１は、
上面側に刃２と協働して用紙Ｐにパンチ孔ｐ１を形成するための金属製のアンビル１５ａ
を備えている。このアンビル１５ａは、用紙ＰにパッチＴを貼り付ける際に当該用紙Ｐを
裏面側から支持する台座としての役割も担っている。パンチ台１は、底壁１１と、底壁１
１の前縁から立設された前壁１２と、底壁１１の左右縁から立設された左右の側壁１３と
、底壁１１の後縁から立設された後壁１４と、刃２に対応する位置にアンビル１５ａを有
し前壁１２の上縁と後壁１４の上縁との間に配された上壁１５とを備えている。
【００２５】
　パンチ台１は、内部に収容空間ｓｐが形成されている。この収容空間ｓｐに、パンチ孔
ｐ１の形成に伴って生じた図示しない用紙片を収容し得るものとなっている。底壁１１、
前壁１２、側壁１３、及び、後壁１４を主体に構成されたパンチ台１の下部分は、前壁１
２に設けられた押しボタンｂｔの操作により、上壁１５を主体に構成されたパンチ台１の
上部分に対して開閉し得るように構成されている。なお、パンチ台１の一方側の側壁１３
には、用紙Ｐの位置を調整するためのゲージ１６が回動可能に支持されている。
【００２６】
　刃２は、金属製のもので、用紙Ｐにパンチ孔ｐ１を形成するために先端部たる下端部に
刃先２ｓを有した円柱状のものである。刃２は、パッチＴに形成されたパッチ孔ｔ１の周
縁部分に係わり合うパッチ係合部２１を備えている。パッチ係合部２１は、パッチ孔ｔ１
の周縁部が当接し得るものである。パッチ係合部２１は、後述するパッチ付勢手段Ｆの弾
性付勢力に抗して、パッチＴが刃先２ｓ側に移動することを阻止する役割を担うものであ
る。一方で、用紙Ｐにパンチ孔ｐ１を形成する過程においてパッチＴが用紙Ｐに添着した
場合には、当該パッチＴの用紙Ｐに対する貼着力がパッチ係合部２１の阻止力に打ち勝っ
て当該パッチ係合部２１を通過し得るように、パッチ係合部２１の形状及び寸法が設定さ
れている。この実施形態では、パッチ係合部２１は、円柱状をなす刃２の先端部近傍に設
けられた鍔状のものである。パッチ積層体Ｓは、刃２におけるパッチ係合部２１の上側に
装着されるようになっている。すなわち、刃２におけるパッチ係合部２１の上側部分の直
径は、パッチ孔ｔ１の直径と略同じ大きさに設定されており、刃２におけるパッチ係合部
２１の直径は、パッチ孔ｔ１の直径よりも大きく設定されている。
【００２７】
　刃２は、基端部近傍に操作部材係合部たるくびれ部２２を備えている。このくびれ部２
２に、操作部材３を構成する刃支持部材３ｂが外嵌することにより、刃２が操作部材３に
支持されている。換言すれば、刃２は、操作部材３に支持されたものであり、且つ、パン
チ台１に対して操作部材３と一体的に進退動作し得るように構成されている。
【００２８】
　刃２は、上下方向に延びる態様で配設されている。刃２は、ガイド部材４によって位置
ずれが抑制されている。刃２の基端である上端面２３は、操作部材３における天壁３１の
下面、より具体的には操作部材本体３ａにおける天壁３１の下面に添接しており、刃２が
操作部材３に対して安定的に支持され得るようになっている。
【００２９】
　操作部材３は、使用者が操作するために使用者が把持し得る部位を有したものである。
操作部材３は、刃２を収容し得る収容空間ｆｐを形成した操作部材本体３ａと、この操作
部材本体３ａに対して設けられ刃２を支持し得る刃支持部材３ｂとを備えている。
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【００３０】
　操作部材本体３ａは、使用者が保持し得る主要部を構成するものである。操作部材本体
３ａは、内部に収容空間ｆｐを有し下側が開放されたものである。操作部材本体３ａは、
天壁３１と、この天壁３１の前後縁及び左右縁からそれぞれ垂下した前壁３２、後壁３３
、左右の側壁３４とを主体に構成されている。この実施形態では、操作部材本体３ａは、
前本体要素３ａ１と後本体要素３ａ２とを組み合わせることにより構成されている。
【００３１】
　刃支持部材３ｂは、左右に軸ｊが突設されており、この軸ｊを支持する部位を有した操
作部材本体３ａに対して軸ｊ回りに回動可能に支持されている。刃支持部材３ｂは、左右
の刃２に対応させて左右二箇所に配設されている。刃支持部材３ｂは、操作部材本体３ａ
における前壁３２の窓３２ａ内に位置し、軸ｊの前側に配され使用者が押圧操作し得る操
作部３５と、この操作部３５の上部から後方に突設され刃２のくびれ部２２に係合する凹
陥部分３６ａを有した刃支持部３６と、軸ｊの下側に配され後述する逆戻り規制手段Ｇを
構成する保持部材７を外側から内側に向かって挟圧することにより当該保持部材７を押し
出し部材６に対して係合させるための挟圧部３７とを備えている。挟圧部３７は、保持部
材７に設けられた左右の片持ち壁体７１を内方に向かって押圧し得る左右に対をなした垂
下片３７ａを主体に構成されている。
【００３２】
　刃支持部材３ｂは、使用者の押圧操作により操作部３５の下部が押圧されると、軸ｊを
中心に回動し、刃支持部３６と刃２との係わり合いが解かれるとともに逆戻り規制手段Ｇ
を構成する保持部材７と押し出し部材６との係わり合いが解かれるように構成されている
。刃支持部３６と刃２との係合状態が解除されると、刃２は、操作部材３に支持された保
持部材７、及び、押し出し部材６を通過させて、外部に取り出し可能になる。刃２を外部
に取り出した後は、当該刃２に対してパッチ積層体Ｓを補充することができる。
【００３３】
　ガイド部材４は、主要部分が用紙挿入用隙間ｓｋを介してパンチ台１の上側に配されて
いる。ガイド部材４は、刃２、操作部材３、パッチ付勢手段Ｆ、及び、逆戻り規制手段Ｇ
を支持するとともにこれらをパンチ台１に対して進退動作させるべく上下方向に案内し得
るものである。
【００３４】
　ガイド部材４は、パンチ台１に対して回動可能に構成されている。具体的には、ガイド
部材４は、その背面側の下端部がパンチ台１の後部に枢着している。例えば、パッチ積層
体Ｓを刃２に補充する場合には、ガイド部材４をパンチ台１に対して回動させるとともに
、前述した刃支持部３６と刃２との係わり合いを解除することによって行えるようになっ
ている。ガイド部材４がパンチ台１に対して回動すると、ガイド部材４に支持された刃２
、操作部材３、パッチ付勢手段Ｆ、及び、逆戻り規制手段Ｇもパンチ台１に対して回動す
ることになる。この状態から、刃支持部材３ｂを押圧操作することにより、刃２は、操作
部材３との係合が解かれ、操作部材３から離脱させることができるものとなる。
【００３５】
　ガイド部材４は、パンチ台１に回動可能に支持された金属製の支持部材４ａと、この支
持部材４ａに支持されたブロック状をなすガイド部材本体４ｂとを備えたものである。
【００３６】
　支持部材４ａは、剛性を有した金属製のものであり、パンチ台１の上壁１５に添接する
水平部４１と、この水平部４１の後端部から立設された立壁部４２と、この立壁部４２か
ら前方に突設された刃ガイド部４３とを備えたものである。
【００３７】
　水平部４１は、略水平に設定されたパンチ台１の上壁１５の上に添接するものである。
水平部４１がパンチ台１と係わり合うことにより、水平部４１に対して略直角に設けられ
た立壁部４２が安定した状態で起立するようになっている。立壁部４２には、複数のボル
ト挿通孔４２ａが設けられており、合成樹脂製のガイド部材本体４ｂを立壁部４２に対し
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て螺着し得るようになっている。刃ガイド部４３は、上下方向に貫通した刃ガイド孔４３
ａを備えたものであり、一つの刃２に対して上下二箇所に設けられている。
【００３８】
　ガイド部材本体４ｂは、左右方向中央部における上部分に設けられた刃復帰用弾性体５
を配設するための凹陥部４４と、左右に対をなして設けられた刃通過孔４５と、前壁ｋ１
の外面側に設けられ操作部材３を上下方向に案内するための操作部材ガイド溝４６と、刃
通過孔４５を形成する前壁ｋ１及び後壁ｋ２の内面側に設けられ押し出し部材６を上下方
向に案内する押し出し部材ガイド溝４７とを備えている。ガイド部材本体４ｂは、用紙挿
入用隙間ｓｋを介してパンチ台１の上側に配されており、刃２や刃２に支持されたパッチ
積層体Ｓの周囲を囲繞している。
【００３９】
　ガイド部材本体４ｂは、前壁ｋ１を主体に構成された前ガイド部材本体構成要素４ｂ１
と後壁ｋ２を主体に構成された後ガイド部材本体構成要素４ｂ２とを組み合わせることに
より形成されたものである。ガイド部材本体４ｂの前壁ｋ１には中央部に矩形状の開口部
ｋ１１が設けられており、この開口部ｋ１１に操作部材３の内面に突設された図示しない
突起が係わり合うことにより、刃復帰用弾性体５によって付勢された操作部材３の上方へ
の移動が規制されるようになっている。刃通過孔４５は、刃２と、この刃２は刃挿通孔６
ａ内に挿通させた押し出し部材６と、この押し出し部材６の外側に配された保持部材７と
を通過させ得る大きさに形成されている。
【００４０】
　なお、ガイド部材本体４ｂにおける前壁ｋ１の下部には、パッチ積層体Ｓを補充する際
等に使用するための刃保持用具Ｙが着脱可能に設けられている。
【００４１】
　刃復帰用弾性体５は、刃２及び操作部材３を初期位置に復帰させるためのものである。
この実施形態では、刃復帰用弾性体５は、操作部材３とガイド部材４との間に配設された
コイルスプリング状のものである。
【００４２】
　パッチ付勢手段Ｆは、パッチＴを刃２に設けられたパッチ係合部２１側に向けて付勢し
得るものである。パッチ付勢手段Ｆは、パッチＴの上側に配設されパッチＴに添接する押
し出し部材６と、押し出し部材６の上側に配設され押し出し部材６をパッチＴの下側に設
けられたパッチ係合部２１側に向けて押圧する弾性体たるコイルスプリングｍとを備えて
いる。
【００４３】
　押し出し部材６は、上下方向に延びる刃２を挿通し得る刃挿通孔６ａを有している。押
し出し部材６は、下部分６ｓが略角柱状の形態をなしており、上部分６ｕが略円柱状の形
態をなしている。なお、押し出し部材６の下部分６ｓにおける背面側は開放されており、
その開放部分６１を通過して押し出し部材６の内部にガイド部材４を構成する支持部材４
ａの刃ガイド部４３が位置し得るようになっている。押し出し部材６の下部分６ｓにおけ
る前面側には上下方向に延びるレール状の突部６２が設けられており、ガイド部材本体４
ｂに設けられた押し出し部材ガイド溝４７に係わり合うようになっている。押し出し部材
６の下部分６ｓにおける背面側には図示しないレール状の突部が設けられており、ガイド
部材本体４ｂに設けられた押し出し部材ガイド溝４７に係わり合うようになっている。
【００４４】
　押し出し部材６は、コイルスプリングｍに付勢されてパッチＴを下方に押圧し得るもの
である。押し出し部材６は、下端面６３がパッチＴ（パッチ積層体Ｓ）の上面側に添接し
得るようになっている。押し出し部材６の上部分６ｓは、コイルスプリングｍの下端部に
内嵌し得るようになっている。コイルスプリングｍの上端部は、操作部材３に支持された
保持部材７の水平壁７２と係わり合っている。換言すれば、コイルスプリングｍは、操作
部材３に間接的に支持された上端部側を足場として押し出し部材６を下方に向かって付勢
し得るものとなっている。
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【００４５】
　保持部材７は、合成樹脂製のものであり、後で詳述する逆戻り規制手段Ｇを構成し得る
ものである。保持部材７は、左右に配された刃２、及び、パッチ付勢手段Ｆに対応して左
右に対をなして配されている。保持部材７は、左右の片持ち壁体７１と、これら左右の片
持ち壁体７１における上端部間を略水平に繋ぐ水平壁７２と、左右の片持ち壁体７１に連
接された上下方向に延びる左右の支持壁体７３と、左右の支持壁体７３における上端部間
を略水平に繋ぐ上端壁７４とを備えている。左右の片持ち壁体７１の外側面には、刃支持
部材３ｂにおける挟圧部３７の垂下片３７ａが係わり合う係合突部７１ａを備えている。
左右の片持ち壁体７１は、当該左右の片持ち壁体７１よりも厚み寸法が大きな左右の支持
壁体７３、及び、水平壁７２に片持ち的に支持されている。
【００４６】
　左右の片持ち壁体７１は、刃支持部材３ｂと係わり合っていない無負荷状態では、外側
に略ハの字状に拡がった姿勢をなしている。そして、刃支持部材３ｂと係わり合うことに
より、左右の片持ち壁体７１は内方に押圧されて略平行な姿勢をなし、押し出し部材６に
係わり合うことになる。左右の支持壁体７３は、外側面に係合溝７３ａを有している。保
持部材７は、係合溝７３ａが操作部材本体３ａに設けられた係合突部ｎに係わり合うこと
により、操作部材３に対して支持されることになる。
【００４７】
　逆戻り規制手段Ｇは、パッチＴの逆戻りを規制するためのものである。逆戻り規制手段
Ｇは、左右の外面に第一の係合部ｒを有した押し出し部材６と、第一の係合部ｒと係わり
合う第二の係合部ｈを有した保持部材７とを主体に構成されている。
【００４８】
　押し出し部材６における第一の係合部ｒは、下部分６ｓを構成する左右の側壁６４の外
面に形成されている。第一の係合部ｒは、上側を向く上向き水平面ｒ１とこの上向き水平
面ｒ１に連続して設けられた斜め下向き傾斜面ｒ２とを上下方向に連設してなるものであ
る。
【００４９】
　保持部材７における第二の係合部ｈは、押し出し部材６の左右の側壁６４に対応して配
された左右の片持ち壁体７１の内面に設けられている。第二の係合部ｈは、下側を向く下
向き水平面ｈ１とこの下向き水平面ｈ１に連続して設けられた斜め上向き傾斜面ｈ２とを
上下方向に連設したものである。
【００５０】
　逆戻り規制手段Ｇは、押し出し部材６の一方向すなわち下方への移動は許容しつつ他方
向すなわち上方への移動は規制し得るものである。つまり、用紙Ｐに対するパンチ孔ｐ１
の穿孔、及び、パッチＴを貼着する操作を繰り返すことによりパッチ積層体Ｓの積層枚数
が減少していくと、その都度、コイルスプリングｍに付勢された押し出し部材６における
第一の係合部ｒの斜め下向き傾斜面ｒ２と保持部材７に設けられた第二の係合部ｈの斜め
上向き傾斜面ｈ２とが摺接し、当該押し出し部材６の下方への移動が許容される。
【００５１】
　その一方で、押し出し部材６に設けられた第一の係合部ｒの上向き水平面ｒ１と保持部
材７に設けられた第二の係合部ｈの下向き水平面ｈ１とが当接している場合は、押し出し
部材６が保持部材７に対して上方向に移動することが規制される。すなわち、操作部材３
を下方に押圧する操作に伴って、押し出し部材６がパッチＴを介してパンチ台１による上
方向への反力を受けても、押し出し部材６の上向き水平面ｒ１と保持部材７の下向き水平
面ｈ１とが係わり合うことになる。このため、押し出し部材６が保持部材７に対して上方
に逆戻りすることは規制されることになる。
【００５２】
　以上説明したように、本実施形態に係るパンチＡは、パンチ台１と刃２との協働により
シートにパンチ孔ｐ１を形成するとともに刃２に保持されたパッチＴをパンチ孔ｐ１の周
囲に貼り付け得るように構成されたものである。そして、刃２が、パッチＴに形成された
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パッチ孔ｔ１の周縁部分に係わり合うパッチ係合部２１を備えたものであり、パッチＴを
パッチ係合部２１側に向けて付勢し得るパッチ付勢手段Ｆを備えている。このため、コン
パクト化を実現するための設計の自由度に優れたパッチＴ貼り付け機能を兼ねたパンチＡ
を提供することができるものとなる。つまり、パッチ付勢手段Ｆにより刃２に保持された
パッチＴは、常にパッチ係合部２１に係わり合った位置にあるため、次に貼り付けられる
パッチＴ（パッチ積層体Ｓにおける最下端に位置するパッチＴ）とパンチ台１のアンビル
１５ａとの距離ｗは常に一定に保たれることになる。したがって、従来のもののように、
刃２のストロークがパッチＴの減少に伴って漸次大きくなってしまうことが無くなる。換
言すれば、本実施形態におけるパンチＡであれば、刃２のストロークを短く設定し得るも
のとなるため、刃２に関連する部位、すなわち、刃２を支持する部位やパンチ台１の寸法
をコンパクト化するための設計の自由度に優れたものとなる。
【００５３】
　なお、本実施形態に示すように、左右に刃２を備えた構成であれば、仮に左側の刃２に
保持されたパッチ積層体Ｓの厚み寸法と右側の刃２に保持されたパッチ積層体Ｓの厚み寸
法が何らかの理由で異なってしまった場合でも、双方から適切にパッチＴを用紙Ｐに添着
させ得るものとなっている。
【００５４】
　パッチＴの逆戻りを規制するための逆戻り規制手段Ｇを備えている。このため、パッチ
積層体Ｓが操作過程において刃２の所定位置から逆戻りしてしまうようなことが抑制され
るものとなる。
【００５５】
　パッチ係合部２１が、円柱状をなす刃２に設けられた鍔状のものである。このため、パ
ッチＴを係合させるため設定を無理なく実現し得るものとなる。
【００５６】
　パッチ付勢手段Ｆが、パッチＴに添接する押し出し部材６と、この押し出し部材６をパ
ッチ係合部２１側に向けて押圧する弾性体たるコイルスプリングｍとを備えている。この
ため、パッチＴ又はパッチ積層体Ｓを安定的に付勢することができるものとなっている。
【００５７】
　逆戻り抑制手段が、第一の係合部ｒを有した押し出し部材６と、第一の係合部ｒと係わ
り合う第二の係合部ｈを有した保持部材７とを主体に構成されている。このため、比較的
シンプルな構成で、パッチＴの逆戻りを抑制し得るものとなる。
【００５８】
　刃２が、操作部材３に支持されたものであり、且つ、パンチ台１に対して操作部材３と
一体的に進退動作し得るように構成されている。このため、刃２を進退させる操作を操作
部材３を介して好適に実現することができるものとなる。
【００５９】
　操作部材３が、刃２を収容し得る収容空間ｆｐを形成した操作部材本体３ａと、この操
作部材本体３ａに対して設けられ刃２を支持し得る刃支持部材３ｂとを備えている。この
ため、刃支持部材３ｂによって、刃２を支持し得る態様を柔軟に設定し得るものとなって
いる。
【００６０】
　なお、本発明は、以上に詳述した実施形態に限られるものではない。
【００６２】
　上述した実施形態では、パンチの刃が二本で構成されていたが、このようなものには限
定されない。パンチは、刃が一本のものであってもよいし、三本以上の複数本あるもので
あってもよい。
【００６３】
　パンチは、刃とパンチ台とが相対移動し得るものであればよい。換言すれば、パンチ台
が積極的に進退動作し、静止状態にある刃に対して係わり合うように構成されたものであ
ってもよい。
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【００６４】
　パッチ係合部の形状や構造は、種々のものを採用することができる。
【００６５】
　パッチ付勢手段は、バネを主体に構成されたものであってもよい。
【００６６】
　その他、各部の具体的構成についても上記実施形態に限られるものではなく、本発明の
趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【符号の説明】
【００６７】
　Ａ…パンチ
　１…パンチ台
　２…刃
　３…操作部材
　４…ガイド部材
　５…刃復帰用弾性体
　６…押し出し部材
　７…保持部材
　Ｆ…パッチ付勢手段
　Ｇ…逆戻り規制手段

【図１】 【図２】
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